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育児・介護・学校や地域の行
事は 「夫婦が同程度分担」、 
家計を支えるのは 「主に夫」 
が理想

　子どもや親の世話、学校や地域の

行事への参加については、７割前後

の人が「夫婦が同程度分担」すること

を理想と考えていますが、現状では

妻が分担している割合が高くなって

います。

　家事や家計の管理については、６

割強の人が「主に妻」、３割前後の人

が「夫婦が同程度分担」することを理

想と考えていますが、現状では夫婦

が同程度分担している人の割合は１

割未満にとどまっています。

　家計を支えることについては、理想・

現状ともに「主に夫」の分担とする人

の割合が高く、６割を超えています。

「男は仕事、女は家庭」という
考え方に反対する人が増加
特に男性に根強い性別役割
分担意識

　「男は仕事、女は家庭」という考え

方について、全体では「賛成」の人が

30.8％、「反対」の人が38.2％となって

おり、前回調査（平成17年９月）より、

賛成派が減少、反対派が増加してい

ます。

　また、性別でみると、女性は「反対」

（43.4％）、男性は「賛成」（38.5％）の人

の割合が高くなっており、男女で意

識の差がみられます。

「男は仕事、女は家庭」という考え方について

夫婦の役割分担の理想と現状

賛成

主に妻 夫婦が同程度分担 主に夫

反対 どちらともいえない 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体 30.8 38.2 30.2 0.8 n=1,257

女　性 24.4 43.4 31.9 0.3 n=683

男　性

〔参考〕

38.5 32.1 28.6 0.7 n=548

平成17年
前回 33.6 35.5 27.6 3.3 n=1,096

平成21年
全国

41.3 55.1 3.6 n=3,240

・前回データ：男女共同参画社会づくりのための県民意識調査（平成17年9月、宮崎県）
・全国データ：男女共同参画社会に関する世論調査（平成21年10月 、内閣府）

・現状については、「夫と妻以外の人が行っている」との回答を
 除いて集計した数値

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家計を支える
理想

現状

4.9 29.1 66.0 n=1,177

9.0 19.8 71.1 n=852

家事（掃除、洗濯、
食事の支度など）

理想

現状

63.0 35.9 1.1 n=1,186

87.9 9.9 2.2 n=852

家計の管理
理想

現状

66.5 29.2 4.3 n=1,173

80.7 9.5 9.8 n=860

育児、子どもの
しつけ

理想

現状

27.4 69.7 2.9 n=1,133

67.5 28.7 3.7 n=755

学校の行事に参加
理想

現状

26.9 69.4 3.7 n=1,133

74.2 19.1 6.7 n=728

地域の行事に参加
理想

現状

12.0 70.3 17.6 n=1,150

42.1 27.6 30.2 n=826

親の世話・介護

理想

現状

23.8 74.0 2.1 n=1,125

61.3 30.2 8.5 n=609

高額商品や土地・
家屋の購入決定

理想

現状

3.5 61.4 35.1 n=1,167

8.2 40.3 51.5 n=831

家庭問題における
最終決定

理想

現状

2.7 58.2 39.1 n=1,171

9.9 36.1 54.0 n=856


